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Ⅰ．はじめに 

・08 年不況：日本は金融問題よりも実体経済の落ち込み 
・2011～貿易赤字：資源輸入＋電機競争力喪失 
 
Ⅱ．分析方法と理論的留意点 

・課題と方法：産業構造（素材視角）と再生産構造（とくに部門分類視角＝需要の構造）、変容と動態 
       ‥産業連関表（産業構成と販路構成）、機械受注統計（産業別・販路別）、貿易統計など 
・「Ⅰ部門主導の蓄積」：資本構成高度化に対応する「不均等発展」／Ⅰ部門内需要拡大に伴う「自立的発展」 

Ⅰ部門の「自立的発展の継続」→余剰生産手段増加 →Ⅰ・Ⅱ部門含めた過剰生産へ 
           ※「Ⅰ部門主導の蓄積＝Ⅱ部門縮小＝窮乏化」ではない。 
・不生産的部門と再生産表式：商業部門と再生産表式（『資本論』Ⅲに示唆）→流通費の集中的代行･節減 
 （別紙参照）       ｻｰﾋﾞｽ部門（消費課程における労働）→資本家･労働者収入からの支払い 
 ☆図表①：産業連関表から推計した産業構成=ﾀﾃ・部門(再生産)構造=ﾖｺ 

     →｢産業計｣で輸出構成：60年5.29→70年6.52→75年7.67→85年9.34→90年7.38→00年8.96→05年11.22 

 
Ⅲ．高度成長期日本の資本蓄積と生産力形成（1955～73） 

・産業構造：鉄鋼・化学など素材産業中心に成長‥70s 以降は横ばい（化学のうち医薬品除く） 
 ☆図表②：産業別生産者出荷指数の推移‥高度成長期(～73)の成長の主軸は素材産業／機械産業はその後に急成長 

 ‥図表①(名目)では原材料構成比は増加せず：農林水産原材料縮小（=輸入増）と重化学工業原材料価格低下 
 ※重化学工業原材料価格低下：大型設備投資に伴う生産性向上を価格面で示す→品質面でも向上 
 ⇒☆図表③：産業別原材料生産額の推移（産業連関表の部門内取引額から）‥化学･窯業･土石､金属で原材料価格抑制 
・再生産構造：｢Ⅰ部門の優先的発展｣想定の貫徹‥好況下で｢自立的発展｣／長期に｢不均等発展｣貫徹 

＊｢投資関数｣想定できる蓄積  ＊不変資本価値下落伴う←＊生産性向上の反映 
 ☆図表④：好況期に名目部門構成急上昇(Ⅰ内需要増を反映)／長期で名目部門構成低下傾向(不変資本価値低下が主因) 

長期的に実質部門構成(物財ﾍﾞｰｽ=資本の技術的構成)高度化‥資本の有機的構成の規定要因 

        
Ⅳ．輸出依存的「経済大国」化と再生産構造（1973～85） 

・機械産業主軸の成長：製品輸出←国内生産体制(素材､部品SC)の形成･編成：素材産業生産力が前提 
                  ＊国内生産基盤･国内雇用が基盤：生産･雇用の量的拡大は継続 
 ☆図表⑤⑥：自動車･電機産業の輸出と内需の比較‥70s～80s前半は輸出主導の成長が鮮明  ☆図表⑨右側：雇用拡大 

  →図表⑫：70s～80s前半は実質収入は上昇傾向が持続  ⇒雇用拡大を背景に国内市場は絶対量としては拡大 

・｢減量経営｣：輸出製品の価格競争力が目標←投資､雇用､調達価格抑制：設備封印､少人化､下請支配 
   ＊円高方向下の｢集中豪雨的輸出｣ ＊｢投資関数｣成立せず→｢再生産の弾力性｣(K.Ⅱ部初稿) 

 ☆図表⑦：｢減量経営｣下の生産増に比較して雇用抑制示す ☆図表⑨：｢減量経営｣下で生産増に比較して投資抑制示す 

・再生産構造：相対的に｢国内生産＞国内需要｣→｢輸出依存的再生産構造｣必然化 
 
＜構造的要因＞①資源・食糧の輸入依存 
       ②素材産業中心の過剰蓄積･過剰設備‥70s 構造調整政策：統制された調整→国内維持 



※1985～95：対日要求と輸出依存的成長の鈍化→バブル(内需主導)と長期不況(内･外需低迷) 
 ☆図表⑤⑥：自動車･電機産業の輸出と内需の比較‥80s後半～90s前半は内需が主導(輸出への依存度が低下) 
  ←☆図表⑫：80s後半は実質収入の増加､90s半ばまでは実質収入はﾌﾟﾗｽの傾向 

 ‥国内消費拡大＝輸出依存的｢経済大国｣の果実→90s 不況期に輸出も低迷すると国内市場も縮小へ 
 
Ⅴ．外需依存的「景気拡大」の構造と限界 ―ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経済とｱｼﾞｱ規模での生産体制― 

※1995①超円高($1=¥79)と②ドル高転換‥米ｸﾘﾝﾄﾝ政権：債務国=ｱﾒﾘｶ中核の｢帝国循環｣=ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経済 
   →①：輸出競争力の再強化‥新時代の｢日本的経営｣／ｱｼﾞｱ規模での生産体制(国内生産編成を移設) 
   →②：ドル高転換=｢外需依存的成長｣の許容‥外需依存的 
・新自由主義的｢構造改革｣=再版｢減量経営｣：成長産業の絞込み(自動車中心)+輸出競争力至上 
 ‥国内再生産系列：｢化学･金属→一般機械→自動車｣主軸､｢素材→電機｣｢素材→建設｣系列は縮小 
 ☆図表⑤⑥：自動車･電機産業の輸出と内需の比較‥90s後半以降再び輸出依存高める／00sは輸出急増 
 ☆図表⑬：成長産業（化学･鉄鋼･一般機械･自動車）は輸出増、電機（建設）の脱落 

・不良債権処理：国内生産ﾘｽﾄﾗ=ｱｼﾞｱ規模の生産体制へ(電機等)‥低収益部門分社化･海外移転･空洞化 
  ＊市場原理での過剰調整：各企業ﾊﾞﾗﾊﾞﾗ･短期利益志向‥分社化･EMS 利用･雇用ﾘｽﾄﾗ→技術流出 
 ※輸出依存的に国内形成･編成された生産体制のｱｼﾞｱ移転：生産の各段階を切り離し･海外移転へ 
 ☆図表⑩：自動車に比し電機競争力低下‥電機価格低下←製品に加えて中間投入(部品)で安価な輸入品増･国内生産圧迫 

・労働規制緩和：非正規雇用による雇用ｺｽﾄ+設備ｺｽﾄ節減→輸出競争力の維持･強化(自動車等) 
 ☆図表⑨：00→05年の雇用動向‥電機･一般機械雇用減､自動車雇用微増／労働者派遣など事業所ｻｰﾋﾞｽ(低賃金)雇用増 
 ☆図表⑪：自動車･電機で生産増にも関わらず直接雇用減←非正規雇用=間接雇用増  →非正規雇用による競争力強化 
  →☆図表⑫：97年～新自由主義的｢構造改革｣に伴い実質収入の低下続く ⇒国内市場縮小=外需依存的構造の必然化 

 
＜構造的要因＞③機械産業の過剰蓄積･過剰設備‥90 年頂点･ﾊﾞﾌﾞﾙ的内需剥落 
①に加えて ④｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ｣‥ｱﾒﾘｶのﾄﾞﾙ高･過剰消費、ﾎﾟｽﾄ冷戦=ｱｼﾞｱの開放経済体制 
 
※アジア規模での生産体制：日本が産業用機械供給者／韓･台が電子部品供給者／中国が製品製造拠点 
 ☆図表⑮：貿易収支･特化係数‥対ｱｼﾞｱ NIESが最大の黒字：素材･資本財輸出が中心／対中赤字：消費財赤字､素材･資本財黒字 

 ☆図表⑯(95→00年国際産業連関表)：台･韓の対中部品輸出拡大／中国製消費財のｱﾒﾘｶ市場浸透 
‥2000s 日本の外需依存的成長：対ｱｼﾞｱ生産手段輸出‥☆図表⑭：素材･資本財輸出拡大は対ｱｼﾞｱ向け寄与率高い 

               世界的な自動車輸出(国内生産基盤維持)‥☆図表⑭：乗用車､05→07は対米が大 

→アジア規模での生産体制は世界的過剰生産の一貫（再生産構造としては域内完結していない） 
 ☆図表⑮：日本製資本財･乗用車の世界的輸出 ☆図表⑯：中国製消費財機械製品の対米輸出拡大 

 
Ⅵ．おわりに ―内需依存的構造への展望― 

・2011 年貿易赤字：資源輸入増＋対NIEs 電気機器(部品)貿易黒字減少 ‥電機産業の脱落 
・自動車産業でも「国内形成･編成された生産体制のｱｼﾞｱ移転」が生じて行くか？ 
※日本資本主義の歴史的位置：「生産と消費の矛盾」による世界的過剰生産・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝの一つの起点 
              →アジア展開：アジア域内生産=世界的過剰生産の主要部分に 
              →世界的過剰生産=ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ競争(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ)‥新自由主義へ 
 
 
 



配布資料 

≪再生産表式の拡張≫ 
 
＜表式１＞『資本論』Ⅱ部３編の再生産表式 
 「Ⅰ 4,000Ｃ＋1,000Ｖ＋1,000Ｍ＝6,000 生産諸手段 
  Ⅱ 2,000Ｃ＋ 500Ｖ＋ 500Ｍ＝3,000 消費諸手段」（K.Ⅱ,Ｓ.396,[7]633 頁） 
 
 
＜表式２＞流通部門（Ｚ部門）を含んだ再生産表式 
     ‥Ｚ部門用資本財は、Ⅱ部門の一部（Ⅱz 部門）から補填されることが表式展開の条件 
 Ⅰ   4,000ｃ          ＋ 1,000ｖ ＋  500Ｐy  ＋ 500Ｐz ＝  6,000Ｗ1 

 Ⅱa 1,633.3ｃ          ＋ 408.3ｖ ＋ 204.2Ｐy  ＋204.2Ｐz ＝ 2,450Ｗ2a 
 Ⅱz  366.7ｃ          ＋  91.7ｖ ＋  45.8Ｐy  ＋ 45.8Ｐz ＝   550Ｗ2z 
  Ｚ              550ｃ＋ 137.5ｖ  ＋  62.5Ｐy       ＝   750Ｐz 
 
 
＜表式３＞流通部門（Ｚ部門）・サービス部門（Ｓ部門・消費部面）を含んだ再生産表式 
     ‥Ｓ部門用資本財は、Ⅱ部門の一部（Ⅱa’部門）から補填されることが表式展開の条件 

Ⅰ   4,000ｃ ＋ 800ｖ:p ＋ 200ｖ:s ＋ 400Ｐy:p  ＋100Ｐy:s ＋ 500Pz ＝ 6,000Ｗ1  生産手段生産部門 
Ⅱa 1,380.28ｃ＋276.06ｖ:p＋69.01ｖ:s＋138.03Ｐy:p＋34.51Ｐy:s＋172.54Pz＝2,070.42Ｗ2a 消費手段生産部門 
Ⅱa’  253.05ｃ＋50.61ｖ:p ＋12.65ｖ:s＋ 25.31Py:p＋ 6.33Py:s ＋31.63Pz＝ 379.58W2a’ ｻｰﾋﾞｽ部門用資本財生産部門 

Ⅱz 366.67ｃ ＋73.33ｖ:p ＋18.33ｖ:s＋ 36.67Ｐy:p＋ 9.17Py:s＋ 45.83Pz ＝  550Ｗ2z 流通部門用資本財生産部門 

Ｚ    550ｃ  ＋ 110ｖ:p  ＋ 27.5ｖ:s ＋  50Py:p ＋  12.5Py:s          ＝ 750Ｃ 流通部門(商業･金融など) 
Ｓ  379.58ｃ ＋ 75.92ｖ:p ＋18.98ｖ:s＋ 34.51Py:p＋ 8.63Py:s     ＝ 517.60Ｓ サービス部門(消費部面) 

 
 
※部門構成＝Ⅰ／（Ⅱa＋Ⅱa’＋Ⅱz） ‥生産手段の「消費手段＋不生産的部門用資本財」に対する比率 
※投資財比率＝（Ⅰ＋Ⅱa’＋Ⅱz）／Ⅱa‥「生産手段＋不生産的部門用資本財」の消費手段に対する比率 
 

≪拡大再生産の展開≫ ‥数値展開は裏面を参照 

１．均衡蓄積軌道（均等的拡大再生産）：部門構成３：１、追加資本の両部門への配分も３：１ →部門構成維

持 
＜第１年次＞ 
Ⅰ：4000ｃ＋1000ｖ＋1000ｍ＝6000  部門構成はⅠ：Ⅱ＝３：１ 
Ⅱ：1333ｃ＋ 333ｖ＋ 333ｍ＝2000  余剰生産手段 1000－333＝667mc→500Ⅰmc＋167Ⅱmc に配分 
⇒蓄積：余剰生産手段をⅠ：Ⅱ＝３：１に配分、両部門とも資本の有機的構成一定、剰余価値率 100％で一定 
 Ⅰ：4000ｃ＋1000ｖ＋500mc＋125mv＋375mk 
 Ⅱ：1333ｃ＋ 333ｖ＋167mc＋ 42mv＋125mk 
 



＜第２年次＞ 
Ⅰ：4500ｃ＋1125ｖ＋1125ｍ＝6750 資本増加率 12.5％ 部門構成はⅠ：Ⅱ＝３：１ 
Ⅱ：1500ｃ＋ 375ｖ＋ 375ｍ＝2250 資本増加率 12.5％ 余剰生産手段 750→563Ⅰmc＋188Ⅱmc（３：１）

に配分 
⇒蓄積：余剰生産手段をⅠ：Ⅱ＝３：１に配分、両部門とも資本の有機的構成一定、剰余価値率 100％で一定 
 Ⅰ：4500ｃ＋1125ｖ＋563mc＋141mv＋422mk 
 Ⅱ：1500ｃ＋ 375ｖ＋188mc＋ 47mv＋141mk 
 
＜第３年次＞ 
Ⅰ：5063ｃ＋1266ｖ＋1266ｍ＝7594 資本増加率 12.5％ 部門構成はⅠ：Ⅱ＝３：１ 
Ⅱ：1687ｃ＋ 422ｖ＋ 422ｍ＝2531 資本増加率 12.5％ 余剰生産手段 844→633Ⅰmc＋211Ⅱmc（３：１）

に配分 
‥以下、Ⅰ・Ⅱ両部門ともに、資本増加率 12.5％の成長が持続していく。 
 
２．Ⅰ部門の自立的発展（Ⅰ部門の不均等発展）：元資本の部門構成３：１、追加資本の両部門への配分は４：

１ 
                       →部門構成が次第に高度化、蓄積率の累増 
＜第１年次＞ 
Ⅰ：4000ｃ＋1000ｖ＋1000ｍ＝6000  部門構成はⅠ：Ⅱ＝３：１ 
Ⅱ：1333ｃ＋ 333ｖ＋ 333ｍ＝2000  余剰生産手段 1000－333＝667mc→533Ⅰmc＋133Ⅱmc（４：１）

に配分 
⇒蓄積：余剰生産手段をⅠ：Ⅱ＝４：１に配分、両部門とも資本の有機的構成一定、剰余価値率 100％で一定 
 Ⅰ：4000ｃ＋1000ｖ＋533mc＋133mv＋333mk 
 Ⅱ：1333ｃ＋ 333ｖ＋133mc＋ 33mv＋167mk 
 
＜第２年次＞ 
Ⅰ：4533ｃ＋1133ｖ＋1133ｍ＝6800 資本増加率 13.3％ 部門構成はⅠ：Ⅱ＝3.09：１ 
Ⅱ：1467ｃ＋ 367ｖ＋ 367ｍ＝2200 資本増加率 10.0％ 余剰生産手段 800→640Ⅰmc＋140Ⅱmc（４：１）

に配分 
                  ‥Ⅰ･Ⅱ合計の資本増加率 12.5％ 
⇒蓄積：余剰生産手段をⅠ：Ⅱ＝４：１に配分、両部門とも資本の有機的構成一定、剰余価値率 100％で一定 
 Ⅰ：4533ｃ＋1133ｖ＋640mc＋160mv＋333mk 
 Ⅱ：1467ｃ＋ 367ｖ＋140mc＋ 40mv＋167mk 
 
＜第３年次＞ 
Ⅰ：5173ｃ＋1293ｖ＋1293ｍ＝7760 資本増加率 14.1％ 部門構成はⅠ：Ⅱ＝3.18：１ 
Ⅱ：1627ｃ＋ 407ｖ＋ 407ｍ＝2440 資本増加率 10.9％ 余剰生産手段 960→768Ⅰmc＋192Ⅱmc（４：１）

に配分 
                  ‥Ⅰ･Ⅱ合計の資本増加率 13.3％ 
⇒蓄積：余剰生産手段をⅠ：Ⅱ＝４：１に配分、両部門とも資本の有機的構成一定、剰余価値率 100％で一定 
 Ⅰ：5173ｃ＋1293ｖ＋768mc＋192mv＋333mk 
 Ⅱ：1627ｃ＋ 407ｖ＋192mc＋ 48mv＋167mk 



  Ⅰの資本増加率：第 4 年:14.8%､第 5 年 15.5%､第 6 年 16.1%､第 7 年 16.7%､第 8 年 17.1%､第 9 年 17.6%､第 10 年 17.9% 

  Ⅱの資本増加率：第 4 年 11.8%､第 5 年 12.7%､第 6 年 13.5%､第 7 年 14.3%､第 8 年 15.0%､第 9 年 15.6%､第 10 年 16.2% 

  合計資本増加率：第 4 年 14.1%､第 5 年 14.8%､第 6 年 15.5%､第 7 年 16.1%､第 8 年 16.7%､第 9 年 17.1%､第 10 年 17.6% 

 
過剰蓄積（Ⅰ部門の自立的発展）とⅠ，Ⅱ部門の成長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(1)均衡蓄積軌道（均等的拡大再生産）：追加資本の構成がⅠmc：Ⅱmc＝３：
① Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 4000 1000 1000 6000 部門構成 3.00
Ⅱ 1333 333 333 2000
計 5333 1333 1333 8000
Pm 667 167 833 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 4000 1000 500 125 375 6000
Ⅱ 1333 333 167 42 125 2000
計 5333 1333 667 167 500 8000

② Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 4500 1125 1125 6750 部門構成 3.00
Ⅱ 1500 375 375 2250

6000 1500 1500 9000 12.5% 資本増加率
Pm 750 188 938 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 4500 1125 563 141 422 6750
Ⅱ 1500 375 188 47 141 2250

6000 1500 750 188 562 9000

③ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 5063 1266 1266 7594 部門構成 3.00
Ⅱ 1687 422 422 2531

6750 1688 1688 10125 12.5% 資本増加率
Pm 844 211 1055 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 5063 1266 633 158 475 7594
Ⅱ 1687 422 211 53 158 2531

6750 1688 844 211 633 10125

④ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 5695 1424 1424 8543 部門構成 3.00
Ⅱ 1898 475 475 2848

7594 1898 1898 11391 12.5% 資本増加率
Pm 949 237 1187 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 5695 1424 712 178 534 8543
Ⅱ 1898 475 237 59 178 2848

7594 1898 949 237 712 11391

⑤ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 6407 1602 1602 9611 部門構成 3.00
Ⅱ 2136 534 534 3204

8543 2136 2136 12814 12.5% 資本増加率
Pm 1068 267 1335 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 6407 1602 801 200 601 9611
Ⅱ 2136 534 267 67 200 3204

8543 2136 1068 267 801 12814

⑥ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 7208 1802 1802 10812 部門構成 3.00
Ⅱ 2403 601 601 3604

9611 2403 2403 14416 12.5% 資本増加率
Pm 1201 300 1502 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 7208 1802 901 225 676 10812
Ⅱ 2403 601 300 75 225 3604

9611 2403 1201 300 901 14416  



⑦ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 8109 2027 2027 12164 部門構成 3.00
Ⅱ 2703 676 676 4055

10812 2703 2703 16218 12.5% 資本増加率
Pm 1352 338 1689 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 8109 2027 1014 253 760 12164
Ⅱ 2703 676 338 84 253 4055

10812 2703 1352 338 1014 16218

⑧ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 9123 2281 2281 13684 部門構成 3.00
Ⅱ 3041 760 760 4561

12164 3041 3041 18246 12.5% 資本増加率
Pm 1520 380 1901 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 9123 2281 1140 285 855 13684
Ⅱ 3041 760 380 95 285 4561

12164 3041 1520 380 1140 18246

⑨ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 10263 2566 2566 15395 部門構成 3.00
Ⅱ 3421 855 855 5132

13684 3421 3421 20526 12.5% 資本増加率
Pm 1711 428 2138 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 10263 2566 1283 321 962 15395
Ⅱ 3421 855 428 107 321 5132

13684 3421 1711 428 1283 20526

⑩ Ｃ Ｖ Ｍ 計
Ⅰ 11546 2887 2887 17319 部門構成 3.00
Ⅱ 3849 962 962 5773

15395 3849 3849 23092 12.5% 資本増加率
Pm 1924 481 2405 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ
Ⅰ 11546 2887 1443 361 1082 17319
Ⅱ 3849 962 481 120 361 5773

15395 3849 1924 481 1443 23092  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　　　　(2)部門構成高度化：追加資本の構成がⅠmc：Ⅱmc＝４：１
　　　　① Ｃ Ｖ Ｍ 計
　　　　Ⅰ 4000 1000 1000 6000 部門構成 3.00
　　　　Ⅱ 1333 333 333 2000
　　　　計 5333 1333 1333 8000
　　　　Pm 667 167 833 62.5%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 4000 1000 533 133 333 6000 66.7%
　　　　Ⅱ 1333 333 133 33 167 2000 50.0%
　　　　計 5333 1333 667 167 500 8000

　　　　② Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 4533 1133 1133 6800 13.3% 部門構成 3.09
　　　　Ⅱ 1467 367 367 2200 10.0%
　　　　計 6000 1500 1500 9000 12.5% 資本増加率
　　　　Pm 800 200 1000 66.7%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 4533 1133 640 160 333 6800 70.6%
　　　　Ⅱ 1467 367 160 40 167 2200 54.5%
　　　　計 6000 1500 800 200 500 9000 66.7%

　　　　③ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 5173 1293 1293 7760 14.1% 部門構成 3.18
　　　　Ⅱ 1627 407 407 2440 10.9%
　　　　計 6800 1700 1700 10200 13.3% 資本増加率
　　　　Pm 960 240 1200 70.6%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 5173 1293 768 192 333 7760 74.2%
　　　　Ⅱ 1627 407 192 48 167 2440 59.0%
　　　　計 6800 1700 960 240 500 10200 70.6%

　　　　④ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 5941 1485 1485 8912 14.8% 部門構成 3.27
　　　　Ⅱ 1819 455 455 2728 11.8%
　　　　計 7760 1940 1940 11640 14.1% 資本増加率
　　　　Pm 1152 288 1440 74.2%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 5941 1485 922 230 333 8912 77.6%
　　　　Ⅱ 1819 455 230 58 167 2728 63.3%
　　　　計 7760 1940 1152 288 500 11640 74.2%

　　　　⑤ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 6863 1716 1716 10294 15.5% 部門構成 3.35
　　　　Ⅱ 2049 512 512 3074 12.7%
　　　　計 8912 2228 2228 13368 14.8% 資本増加率
　　　　Pm 1382 346 1728 77.6%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 6863 1716 1106 276 333 10294 80.6%
　　　　Ⅱ 2049 512 276 69 167 3074 67.5%
　　　　計 8912 2228 1382 346 500 13368 77.6%

　　　　⑥ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 7969 1992 1992 11953 16.1% 部門構成 3.43
　　　　Ⅱ 2326 581 581 3488 13.5%
　　　　計 10294 2574 2574 15442 15.5% 資本増加率
　　　　Pm 1659 415 2074 80.6%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 7969 1992 1327 332 333 11953 83.3%
　　　　Ⅱ 2326 581 332 83 167 3488 71.3%
　　　　計 10294 2574 1659 415 500 15442 80.6%  

 
 
 
 
 



　　　　⑦ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 9296 2324 2324 13944 16.7% 部門構成 3.50
　　　　Ⅱ 2657 664 664 3986 14.3%
　　　　計 11953 2988 2988 17930 16.1% 資本増加率
　　　　Pm 1991 498 2488 83.3%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 9296 2324 1593 398 333 13944 85.7%
　　　　Ⅱ 2657 664 398 100 167 3986 74.9%
　　　　計 11953 2988 1991 498 500 17930 83.3%

　　　　⑧ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 10888 2722 2722 16333 17.1% 部門構成 3.56
　　　　Ⅱ 3055 764 764 4583 15.0%
　　　　計 13944 3486 3486 20916 16.7% 資本増加率
　　　　Pm 2389 597 2986 85.7%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 10888 2722 1911 478 333 16333 87.8%
　　　　Ⅱ 3055 764 478 119 167 4583 78.2%
　　　　計 13944 3486 2389 597 500 20916 85.7%

　　　　⑨ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 12800 3200 3200 19199 17.6% 部門構成 3.62
　　　　Ⅱ 3533 883 883 5300 15.6%
　　　　計 16333 4083 4083 24499 17.1% 資本増加率
　　　　Pm 2867 717 3583 87.8%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 12800 3200 2293 573 333 19199 89.6%
　　　　Ⅱ 3533 883 573 143 167 5300 81.1%
　　　　計 16333 4083 2867 717 500 24499 87.8%

　　　　⑩ Ｃ Ｖ Ｍ 計 資本増加率
　　　　Ⅰ 15093 3773 3773 22639 17.9% 部門構成 3.68
　　　　Ⅱ 4107 1027 1027 6160 16.2%
　　　　計 19199 4800 4800 28799 17.6% 資本増加率
　　　　Pm 3440 860 4300 89.6%

Ｃ Ｖ mc mv ｍｋ 蓄積率
　　　　Ⅰ 15093 3773 2752 688 333 22639 91.2%
　　　　Ⅱ 4107 1027 688 172 167 6160 83.8%
　　　　計 19199 4800 3440 860 500 28799 89.6%  
※Ⅰ・Ⅱ部門の成長率の推移

(1)均衡蓄積軌道：追加資本の構成がⅠmc：Ⅱmc＝３：１
第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第１０年次

Ⅰ 6000 6750 7594 8543 9611 10812 12164 13684 15395 17319
Ⅱ 2000 2250 2531 2848 3204 3604 4055 4561 5132 5773
計 8000 9000 10125 11391 12814 14416 16218 18246 20526 23092

（指数：第１年次＝100）
第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第１０年次

Ⅰ 100 113 127 142 160 180 203 228 257 289
Ⅱ 100 113 127 142 160 180 203 228 257 289
計 100 113 127 142 160 180 203 228 257 289

(2)部門構成高度化：追加資本の構成がⅠmc：Ⅱmc＝４：１
第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第１０年次

Ⅰ 6000 6800 7760 8912 10294 11953 13944 16333 19199 22639
Ⅱ 2000 2200 2440 2728 3074 3488 3986 4583 5300 6160
計 8000 9000 10200 11640 13368 15442 17930 20916 24499 28799

（指数：第１年次＝100）
第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第１０年次

Ⅰ 100 113 129 149 172 199 232 272 320 377
Ⅱ 100 110 122 136 154 174 199 229 265 308
計 100 113 128 146 167 193 224 261 306 360

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第１０年次
衡蓄積軌道（均等的拡大再生産） 100 113 127 142 160 180 203 228 257 289

自立的発展・Ⅰ 100 113 129 149 172 199 232 272 320 377
自立的発展・Ⅱ 100 110 122 136 154 174 199 229 265 308
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